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担当者実務経験

横地　知子4単位

2022年度

時間数

実施時期

60時間

後期

文の内容に合った適切な文法形式を用いて文を作ることができる。

Ｎ２レベルの文法を使い、統語的に正しく、意味が通る文を組み立てることができる。

N2レベルで書かれた文章の中で、文章の流れや表現意図に合う文法を選び使うことができる。

習得した文法を使い、ビジネス場面でのコミュニケーションが取れる。

復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

授業項目・内容 授業外学修指示

基礎編　ＵＮＩＴ１　助詞

対策編　ＵＮＩＴ１　N2文型の整理④例示、比喩　⑤対比　⑥同時、二つの場
所

科目名 言語知識　文法B

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

・氏原庸子/佐伯玲子著『日本語能力試験N2文法　必修パターン』　Jリサーチ出版　2017年
・佐々木仁子　松本紀子　『日本語総まとめ　N2文法』　アスク出版　2018年　他　（参考）
・　『BJT　ビジネス日本語能力テスト公式模擬テスト＆ガイド』　日本漢字能力検定協会　2021年（参考）

対象学科・学年 国際ホテル・リゾート科　1年

授業概要

日本で働くには日本語能力試験N２以上の力が必要となる。この授業では12月にN２を受験する学生を
対象に文法を学ぶ。N2レベルの文法を使った例文作成や試験形式の練習問題を行いながら、一般的な
話題について話したり、N2レベルでの読み物が読め、聞き取りができるよう、運用力の向上を目指す。ま
た、ビジネス関連でよく用いられる文法表現についても学ぶ。

学習目標
（到達目標）

基礎編　N3文型復習⑤様子、状態　⑥判断　⑦ﾃｰﾏ、対象　⑧評価・感想
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

基礎編　N3文型復習　⑨基準・立場　⑩強調　⑪限定　⑫表現のスタイル
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

対策編　ＵＮＩＴ１　N2文型の整理①時間、時期　②立場状況　③限定
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

目標

確認テスト①　＆フードバック
間違えたところの復習をすること。（１時間）

対策編　ＵＮＩＴ１　N2文型の整理⑯評価、感想　⑰見方、考え方　⑱ＮＧ、禁
止

復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

対策編　ＵＮＩＴ２　言葉をつなぐ練習　ドリルＡ～Ｃ
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

対策編　ＵＮＩＴ３　文をつなぐ練習　ドリルＡ，Ｂ
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

対策編　ＵＮＩＴ１　N2文型の整理⑦強調、繰り返し ⑧逆接、意外な気持ち 
　　　　　　　　　　　　　　　⑨結果

復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

対策編　ＵＮＩＴ１　N2文型の整理⑬意志、意向　⑭理由、根拠　⑮可能、不可
能

対策編　ＵＮＩＴ１　N2文型の整理⑩条件、基準方法　⑪様子、傾向　⑫話題、
対象

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技：

復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

基礎編　ＵＮＩＴ２　副詞
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

基礎編　ＵＮＩＴ３　接続詞
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

基礎編　ＵＮＩＴ４　敬語
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

基礎編　N3文型復習①時、場所　②性質、傾向　③理由、目的　④条件、方
法

復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

対策編　実戦練習　JLPT N2　問題７に挑戦！パターン①～④
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

対策編・JLPT N2　問題９に挑戦！パターン⑤⑥⑦
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

ビジネスで用いられる文法表現　①（敬語　尊敬語）
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

対策編・JLPT N2　問題７に挑戦！パターン⑤～⑥
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

確認テスト②　＆フードバック
間違えたところの復習をすること。（１時間）

対策編・JLPT N2　問題８に挑戦！①～⑤
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

対策編・JLPT N2　問題９に挑戦！パターン①②
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

対策編・JLPT N2　問題９に挑戦！パターン③④
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.6時間）
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小テスト

授業計画

50%

N2文法　総復習③　文章の文法
間違えたところの復習をすること。（１時間）

ビジネスで用いられる文法表現　②（敬語　謙譲語）
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

ビジネスで用いられる文法表現　③（ビジネス会話の中での表現）
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

ビジネスで用いられる文法表現　④（ビジネス文の中での表現）
復習をすること。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

N2文法　総復習①　文の組み立て
間違えたところの復習をすること。（１時間）

N2文法　総復習②　文法形式の判断
間違えたところの復習をすること。（１時間）

履修上の注意 出席が20回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。　(2)授業の中で確認テストを２回実施する。（３）小テストを計８回実施す
る。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

確認テスト ○ ◎ 〇 20%
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担当者実務経験

秋本佐代子４単位

2022年度

時間数

実施時期

６０時間

後期

目標

前後の文脈に合った適切な語彙を使うことができる。

一つの語を同じ、あるいは、意味の近い他の表現に置き換えて使うことができる。

N2レベルの漢字語彙に適切な接頭辞や接尾辞をつけて使うことができる。

N2レベルの漢字の読み書きができる。

N2レベルの漢字の意味が説明できる。

今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）

授業項目・内容 授業外学修指示

PART1  基礎編　UNIT1 伸ばす音・伸ばさない音

科目名 言語知識　文字語彙B

科目名（英） Japanese Character and Vocabulary B

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

・氏家庸子/佐伯玲子　共著　『日本語能力試験N2　語彙　必修パターン』Jリサーチ出版　2017年
・ インターカルト日本語学校 筒井　由美子・大村　礼子・沼田　宏『JLPT日本語能力試験 ベスト模試 Ｎ２』ジャ
パンタイムズ　2019年

PART2  対策編　UNIT4　形が似ていると言葉(２)

対象学科・学年 国際ホテル・リゾート科

授業概要

 この授業では、外国人日本語学習者を対象に日本語能力試験N2合格を目指し指導を行う。単に語彙知識の
みではなく、聴解や読解問題、日常会話にも活かせる語彙運用能力の育成に力を入れる。
  難易度がN2レベルの語彙を中心に、約1,200語の読み方、意味を学ぶ。短文や会話の文脈にあった語彙が
使えるようにする。また、類義語や表現、反意語なども合わせて学び、文字語彙の定着を図る。　また、N2レベ
ルの漢字の読み書きの定着を図る。

学習目標
（到達目標）

PART1  基礎編　UNIT6　いろいろな読み方をする初級漢字・小テスト 今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）

PART1  基礎編　UNIT7　読み方が同じ言 今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）

PART2  対策編　UNIT1　漢字の訓読みに注意したい言葉 今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）

PART2  対策編　UNIT2　いろいろな意味を持つ言葉

今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）

PART2  対策編　UNIT6　一字で言葉になるもの 今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）

PART2  対策編　UNIT3　形が似ていると言葉(1) 今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）
今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）

PART2  対策編　UNIT5  意味が似ている言葉・小テスト

模擬試験

PART2  対策編　UNIT7　前に付く語・後ろに付く語

PART2  対策編　UNIT8　特別な読み方の言葉

第2章　実践練習　UNIT4 問題4（文脈規定）に挑戦！

第2章　実践練習　UNIT5 問題5（言い換え類語）に挑戦！

第2章　実践練習　UNIT5 問題6（用法）に挑戦！・小テスト

カタカナ語と漢字の入力

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）

PART1  基礎編　UNIT2  詰まる音・詰まらない音 今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）

PART1  基礎編　UNIT3  「    」や「゜」が付く音 今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）

PART1  基礎編　UNIT4　「ん」が入る音 今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）

PART1  基礎編　UNIT5　漢字の訓読みに注意したい言葉 今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）

PART2  対策編　UNIT9　「たとえ」の表現

第2章　実践練習　UNIT1 問題1（漢字）に挑戦！・小テスト

第2章　実践練習　UNIT2 問題2（表記）に挑戦！

第2章　実践練習　UNIT3 問題3（語形成）に挑戦！

今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）
今日学んだ言葉をもう一度音読しながら入力練習す
る。（1時間）

テストでわからなかった語彙を中心にノートに書いて
復習する。（１時間）
今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）
今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）
今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）
今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）
今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）
今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）
今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）
今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）
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○ ◎ 20%

◎

模擬試験（言語知識）

授業計画

50%

基礎編の漢字

実践練習の漢字・小テスト

ベスト模試の復習（漢字読み・表記）

ベスト模試の復習（語形成・文脈規定）

ベスト模試の復習（言い換え類語・用法）

履修上の注意
出席が20回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。
テキスト持参のこと。忘れた場合は、授業前までにコピーをしておくこと。

評価方法

（１）授業の中で小テストを計４回実施する。（２）前期試験（筆記）を実施する。（３）模擬試験1回実施する
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 〇

復習テスト 〇 ◎ 30%

総復習

今日学んだ漢字を音読しながらノートに書いて覚え
る。（1時間）
今日学んだ漢字を音読しながらノートに書いて覚え
る。（1時間）
今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）
今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）
今日学んだ語彙を音読しながらノートに書いて覚え
る。（１時間）
正試験に向けて全体を復習する。（１時間）
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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15

N2読解復習　苦手な分野の復習 定期試験に備えて復習を行う。（1時間）

50%

巻末　模擬試験問題 定期試験に備えて復習を行う。（1時間）

担当者実務経験

横地　知子２単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

後期

目標

幅広い話題について書かれた論旨が明快な文章を読んで内容が把握できる。

比較的平易な内容の評論、解説、エッセイを読み因果関係、概要、筆者の考えを掴むことができる。

一般的な話題に関する内容の複数のテキストを比較・統合しながら、読み比べることができる。

論理展開が比較的明快な評論などの長文を読み、話の流れや、表現意図をつかむことができる。

情報素材やビジネス文書の中から必要な情報を得ることができる。

復習：テキストの語彙の意味を調べ覚える（0.5時
間）

授業項目・内容 授業外学修指示

基礎編　第1章　短文・中文　ＵＮＩＴ１、２、３

〇 〇 〇 30%

◎

対策編　第2章　実践練習（統合理解）

復習：テキストの語彙の意味を調べ覚える（0.5時
間）

BJT読解②　練習問題（BJT　読解　セクション３） 復習：テキストの語彙の意味を調べ覚える（0.5時
間）

科目名 日本事情B

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

小テスト

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

・氏原庸子/清島千春　共著　『日本語能力試験N2読解　必修パターン』　Jリサーチ出版　2017年
・BJT　ビジネス日本語能力テスト　読解　実力養成問題集（第２版）　ｽﾘｰｴｰﾈｯﾄﾜｰｸ 2018年

対策編　第2章　実践練習（情報検索）

対象学科・学年 国際ホテル・リゾート科　1年

授業概要

この授業では12月のJLPTN２以上の合格を目指して読解分野を中心に授業を行う。Ｎ２読解では、幅広い話題につい
て書かれた論旨の明快な文章を読んで、その内容や表現意図を理解する読解力が求められるため、実際の試験と同
様の形式の問題に数多く取り組む。同時に、読解問題のテキストから、日本事情についても合わせて学ぶ。JLPT後
は、ビジネス文書の読み方の基礎を学ぶ。

学習目標
（到達目標）

基礎編　第２章　長文B　心の動きや考え方に注目するパターン
復習：テキストの語彙の意味を調べ覚える（0.5時
間）

対策編　第2章　実践練習（内容理解） 復習：テキストの語彙の意味を調べ覚える（0.5時
間）

確認テスト＆フィーバック 復習：テキストの語彙の意味を調べ覚える（0.5時
間）

対策編　第2章　実践練習（主張理解） 復習：テキストの語彙の意味を調べ覚える（0.5時
間）
復習：テキストの語彙の意味を調べ覚える（0.5時
間）

BJT読解①　BJTとは　ビジネス文書のスタイル　
 例題（問題パターンと解法）

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技：

復習：テキストの語彙の意味を調べ覚える（0.5時
間）

基礎編　第1章　短文・中文　ＵＮＩＴ４、５、６ 復習：テキストの語彙の意味を調べ覚える（0.5時
間）

基礎編　第1章　短文・中文　ＵＮＩＴ７、８ 復習：テキストの語彙の意味を調べ覚える（0.5時
間）

基礎編　第1章　短文・中文　ＵＮＩＴ９、１０ 復習：テキストの語彙の意味を調べ覚える（0.5時
間）

基礎編　第２章　長文A   事実関係・論理関係に注目するﾊﾟﾀｰﾝ
復習：テキストの語彙の意味を調べ覚える（0.5時
間）

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。　（２）確認テストを1回実施する。（３）小テストを3回実施する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ○

確認テスト ○ ◎ 〇 20%



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

横地　知子２単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

後期

やや自然に近いスピードの会話や説明の中からキーワードを聞いて、全体の内容が推測でき
る。

必要な情報を意識して聞きとることができる。

まとまりのある会話や説明を聞いて、話者の意図や主張などが把握できる。

短い発話や状況説明に対し、適切な発話ができる。

ビジネス場面での会話を聞き、上下関係や社内外の関係が把握できる。

間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時

授業項目・内容 授業外学修指示

聴解対策　基礎編　UNIT 1〜7

◎

聴解対策　対策編　即時応答①　UNIT１〜５＋統合理解①ＵＮＩＴ１

間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時

総復習　ビジネス場面の聞き取り② 間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時

科目名 日本語表現B

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

･氏原庸子・清島千春　『日本語能力試験N2聴解　必修パターン』　Ｊリサーチ出版　2018年　
・宮崎道子　監修　『ＢＪＴ　ビジネス日本語能力テスト　聴解・聴読解』　スリーエーネットワーク　2018年

確認テスト②　フィードバック

対象学科・学年 国際ホテル・リゾート科　1年

授業概要

１２月にJLPTＮ２以上を受験する学生を対象に授業を行う。日常的な場面でやや自然に近いスピードの
会話や説明を聞いて、話の内容を登場人物の関係などと合わせてほぼ理解できるように、聴き取りの練
習を行う。また、日本語能力試験対策としては、実践的な問題を数多く解くことで、実力を養う。ＪＬＰＴ後
は、ビジネスの場面での聞き取り練習を行い、聴解力のさらなる向上を目指す。

学習目標
（到達目標）

聴解対策　対策編　概要理解①  UNIT1、２ 間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時

聴解対策　対策編　概要理解②  UNIT３、４ 間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時

確認テスト①　フィードバック 間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時

目標

50%

N2レベル聴解　総復習 間違えたところは聞き直す。(1時間）

聴解対策　対策編　即時応答②　UNIT６〜９＋統合理解②ＵＮＩＴ２
間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時
間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時

総復習　ビジネス場面の聞き取り①

確認テスト③　フィードバック 間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技：

間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時

聴解対策　対策編　課題理解①  UNIT1 間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時

聴解対策　対策編　課題理解②  UNIT２ 間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時

聴解対策　対策編　ポイント理解①  UNIT1 間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時

聴解対策　対策編　ポイント理解② UNIT２ 間違えたところは聞き直す。語彙や文法はスクリプ
トでチェック。「試験に出る言葉」を書いてくる。(1時

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

（１）授業内に確認テストを３回行う　（２）定期試験(筆記試験）
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ○

確認テスト ○ ◎ 〇 50%



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

秋本佐代子2単位

2022年度

時間数

実施時期

30

後期

目標

ビジネス用語を読み書きすることができる。

丁寧なことばに変える日本語のしくみを説明できる。

ビジネス表現を、動作と共に適切なタイミングで使うことができる。

基本を参考にしながら、短いビジネス会話文を作ることができる。

後輩と上司への言葉を使い分けについて説明することができる。

テキストの言葉と表現を音読しながらノートの写して
覚える。（1時間）

授業項目・内容 授業外学修指示

会社で使うことば・敬語表

◎ ○ ○ 40%

◎

科目名 ビジネス日本語B

科目名（英） Business Japanese B

単位数 担当者

実施年度

実演テスト

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

宮崎道子・郷司幸子　『にほんごで働く　ビジネス日本語30時間』　スリーエーネットワーク（2019年）

8.　訪問する（小テスト・ことば）

対象学科・学年 国際ホテル・リゾート科　１年

授業概要
ビジネス、接遇場面における日本語表現やマナー、立ち居振る舞いを学び、職場において、日本人と円滑なコ
ミュニケーションがとれるようになることを目指す。基本会話の音読や文型練習で基礎を定着させ、ロールプレ
イでは動きも取り入れながら応用力を鍛えていく。

学習目標
（到達目標）

6. 許可をもらう（談話・会話） テキストの言葉と表現を音読しながらノートの写して
覚える。（1時間）

6. 許可をもらう（練習・ロールプレイ） テキストの言葉と表現を音読しながらノートの写して
覚える。（1時間）

7. アポイントをとる（小テスト・ことば） テキストの言葉と表現を音読しながらノートの写して
覚える。（1時間）

7. アポイントをとる（談話・会話）

テキストの言葉と表現を音読しながらノートの写して
覚える。（1時間）

8.　訪問する（練習・ロールプレイ） テキストの言葉と表現を音読しながらノートの写して
覚える。（1時間）

５～８課の振り返り これまでの言葉と表現の中で、自分が苦手なものを
ノーとに書いて復習する。（１時間）

40%

実演テスト・一年間の復習 １～８課までの表現を復習する。（１時間）

7. アポイントをとる（練習・ロールプレイ） テキストの言葉と表現を音読しながらノートの写して
覚える。（1時間）
テキストの言葉と表現を音読しながらノートの写して
覚える。（1時間）

8.　訪問する（談話・会話）

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

テキストの言葉と表現を音読しながらノートの写して
覚える。（1時間）

5. 頼む・断る（ことば） テキストの言葉と表現を音読しながらノートの写して
覚える。（1時間）

5. 頼む・断る（談話・会話） テキストの言葉と表現を音読しながらノートの写して
覚える。（1時間）

5. 頼む・断る（練習・ロールプレイ） テキストの言葉と表現を音読しながらノートの写して
覚える。（1時間）

6. 許可をもらう（小テスト・ことば） テキストの言葉と表現を音読しながらノートの写して
覚える。（1時間）

履修上の注意
出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。
テキスト持参のこと。忘れた場合は、授業前までにコピーをしておくこと。

評価方法

１）定期試験（筆記）、　２）授業内で小テストを４回、　３）同じく授業内で実演テストを１回行う。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

小テスト ◎ ◎ 20%



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

間違ったところをやり直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

聴解　ウォーミングアップ　キーワードを覚えよう①　課題理解①
間違ったところをもう聴き直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

読解　読み方のポイント　接続詞①
間違ったところをやり直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

聴解　ウォーミングアップ　キーワードを覚えよう②　課題理解②
間違ったところをもう聴き直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

読解　読み方のポイント　接続詞②
間違ったところをやり直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技：

読解　内容理解（短文、中文）②

読解　統合理解①　主張理解①　情報検索①
間違ったところをやり直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

聴解　概要理解①
間違ったところをもう聴き直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

読解　内容理解（短文、中文）③
間違ったところをやり直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

聴解　概要理解②
間違ったところをもう聴き直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

読解　内容理解（短文、中文）④
間違ったところをやり直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

科目名 応用日本語B

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

・棚橋明美･杉山ますよ 他共著　『日本語能力試験スピードマスターN2　読解』　Jリサーチ出版　2016年　
・同　『日本語能力試験スピードマスターN2　聴解』　Jリサーチ出版　2016年

対象学科・学年 国際ホテル・リゾート科　1年

授業概要

12月のJLPTN２以上の合格を目指す学生を対象に、読解と聴解を中心に出題分野別に学ぶ。読解では、幅広い話題について書か
れた論旨の明快な文章を読んで、必要な情報を得たり、大意や筆者の主張を掴んだり、また、自分の持つ知識を最大限に生かして
正解にたどりつけるよう、読解の基本技術を学ぶ。聴解では試験形式の問題を使い、話の流れを予測したり、状況を把握したり、次
に取るべき行動を間違いなく行えるよう、文法や言い換えの表現にも注目しながら練習を行う。JLPT試験後は、ホテルの現場で使う
表現を学ぶとともに、進学後を見据えた縦書き原稿用紙の使い方も指導する。

学習目標
（到達目標）

聴解　ポイント理解①
間違ったところをもう聴き直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

読解　内容理解（短文、中文）①
間違ったところをやり直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

聴解　ポイント理解②
間違ったところをもう聴き直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

目標

文章の構造や指示語が何を示しているか述べることができる。

一般的な話題について書かれた文章について大意を述べることができる。

一般的な話題に関する会話やモノローグを聞いて、話の流れや要旨を説明できる。

まとまりのある会話を聞いて、登場人物の関係や状況を説明することができる。

縦書原稿用紙に自分の考えを論理だてて書くことができる。

間違ったところをやり直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

授業項目・内容 授業外学修指示

読解　ウォーミングアップ　読解力アップのポイントと練習

担当者実務経験

秋本 佐代子・横地 知子4単位

2022年度

時間数

実施時期

60時間

後期

聴解　即時応答①　統合理解①
間違ったところをもう聴き直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

聴解　即時応答②　統合理解②
間違ったところをもう聴き直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

読解　統合理解②　主張理解②　情報検索②
間違ったところをもう聴き直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

聴解　確認テスト①　フードバック
間違ったところをやり直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

読解　確認テスト②　フィードバック
間違ったところをやり直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

聴解　確認テスト③　フィードバック
間違ったところをもう聴き直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

読解　苦手分野の総復習
間違ったところをやり直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

聴解　苦手分野の総復習
間違ったところをもう聴き直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

仕事の日本語（ホテル編）
新しい語彙や表現を覚えること（0.5時間）

仕事の日本語（ホテル編）
課題をやること。（0.5時間）



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

25

26

27

28

29

30

履修上の注意 出席が20回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

　(１)定期試験（筆記）を実施する。(２）確認テストを４回実施する。　(3）『仕事の日本語』課題を2回、作文の
２課題を提出する。
以上を下記の観点・割合で評価をする。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ○

確認テスト ○ ◎ 30%

課題をやること。（１時間）

聴解　確認テスト④　フィードバック
間違ったところをやり直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

作文の書き方（縦書き　構成）
課題をやること。（１時間）

50%

N2　総復習
間違ったところをやり直すこと。（0.5時間）
新しい語彙を覚えること。（0.5時間）

課題をやること。（0.5時間）

作文の書き方（縦書き 書式）

課題

授業計画

仕事の日本語（ホテル編）

◎ ◎ 20%

◎

仕事の日本語（ホテル編）
新しい語彙や表現を覚えること（0.5時間）



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

秋本 佐代子・横地 知子1単位

2022年度

時間数

実施時期

16時間

後期

N2レベルの漢字(約1000字）で書かれた語を読むことができる。

前後の文脈に合う語彙（N2レベル）を使うことができる。

ある語や表現を意味的に近い他の語や表現に置き換えることができる。

N2レベルの文法を使って、統語的に正しく、意味が通る文章を組み立てることができる。

Ｎ２レベルで書かれた文章の流れや表現意図に合う文法を選び使うことができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

言語知識　漢字読み　表記　語形成①

科目名 実用日本語B

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

・国書日本語学校　編著　『日本語能力試験20日で合格N2　文字・語彙・文法 改訂版』　国書刊行会　
201８年

対象学科・学年 国際ホテル・リゾート科　1年

授業概要
中級レベルの日本語学習者を対象に、12月のJLPT　N２以上の合格を目指し、苦手分野の強化を図る。
とりわけ、文字語彙と文法の実際の出題形式に近い問題を毎回、宿題として課し、授業ではその解答と
解説を行い、読解や聴解の基礎となる言語知識の定着・習得を目指す。

学習目標
（到達目標）

言語知識　文法形式の判断　文章の文法②
間違えたところを復習すること。（0.5時間）
宿題をすること。（１時間）

言語知識　文の組み立て①　文章の文法③　小テスト②
間違えたところを復習すること。（0.5時間）
宿題をすること。（１時間）

言語知識　文の組み立て②　文章の文法③
間違えたところを復習すること。（0.5時間）
宿題をすること。（１時間）

50%◎

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技：

間違えたところを復習すること。（0.5時間）
宿題をすること。（１時間）

言語知識　漢字読み　表記　語形成②
間違えたところを復習すること。（0.5時間）
宿題をすること。（１時間）

言語知識　文脈規定　言い換え類義　用法①　小テスト①
間違えたところを復習すること。（0.5時間）
宿題をすること。（１時間）

言語知識　文脈規定　言い換え類義　用法②
間違えたところを復習すること。（0.5時間）
宿題をすること。（１時間）

言語知識　文法形式の判断　文章の文法①
間違えたところを復習すること。（0.5時間）
宿題をすること。（１時間）

目標

履修上の注意
出席が6回に満たない場合は、評価が受けられない。
問題は、前もって解いておく。解答を写真に撮ってTeamsで送ること。
テキストを忘れたときは、事前に友人から借りてコピーを取っておくこと。

評価方法

(1)授業の中で小テストを2回実施する。　　(２)模擬試験（言語知識 分野）の結果　
　以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

模擬試験結果 ○

小テスト 〇 ○ 〇 50%



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意
授業欠課が6回以上になった場合は単位を与えない。
配布プリントは毎回の授業にて持参の上で受講すること。

評価方法

（1）授業中での小テスト（2）レポート課題
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

小テスト ◎

レポート課題 ◎ ○ 50%

授業内容を復習しておくこと

ホテルの客室タイプ 授業内容を復習しておくこと

一流ホテル研究レポート 調べた内容をレポートにまとめること

日系ホテルグループと代表的なホテル 授業内容を復習しておくこと

日系ホテルグループと代表的なホテル 授業内容を復習しておくこと

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

ホテルのバーやラウンジ・ケーキショップ

授業内容を復習しておくこと

ホテル宴会部門の知識 授業内容を復習しておくこと

テーブルプラン 授業内容を復習しておくこと

50%

授業総括、まとめ レポートを提出すること

福岡市内の有名ホテルバー・ラウンジ研究 調べた内容をレポートにまとめること

授業内容を復習しておくこと

レストランやバーで提供される代表的なアルコール飲料

科目名 ホテル概論B

科目名（英） Outline of Hotel Industry B

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

配布プリント

コース料理のメニュー構成

対象学科・学年 国際ホテル・リゾート科1年

授業概要
ホテル全般や取り巻く環境等に関する知識を広く学ぶ。特にレストラン・宴会といった料飲部門の基本的な業
務理解を中心に、ホテル業界にて働く上で知っておくべき知識や専門用語の習得を目指す。

学習目標
（到達目標）

外資系ホテルグループと代表的なホテル 授業内容を復習しておくこと

料理カテゴリー別のホテルレストラン 授業内容を復習しておくこと

福岡市内の有名ホテルレストラン研究 調べた内容をレポートにまとめること

目標

ホテルのカテゴリー名称や客室タイプについて、正しく答えることができる

日系・外資系のホテルグループについて、分類や特徴を理解して答えることができる

ホテルのレストラン部門について、専門用語や特徴を正しく答えることができる

ホテルの宴会部門について、専門用語や業務内容を正しく答えることができる

授業内容を復習しておくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

授業概要の説明、ホテルのカテゴリー

○

担当者実務経験

木村　匡志

外資系ホテルにて、
料飲部門スタッフとして勤務

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

後期



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇

〇

〇 〇

〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、単位を与えない。

評価方法

（1）授業の中で実技確認テストを実施する。（2）授業の中で筆記確認テストを実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

実技確認テスト ◎

確認テスト ◎ ◎ 40%

◎ ◎

コンシェルジュ業務②　観光プラン発表 レポート作成

アテンドのセリフを覚える

アテンド実務（客室）④　入室から退室

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： ○ 実習： 実技：

宿泊部以外の部署について（宴会・インターナショナルセールス）

ベルスタッフ業務説明・実務
・案内の流れ　・お出迎えからフロントまで案内
アテンド実務（ロビー）・フロントからエレベーターまで案内
（カートの使用方法含む）

アテンドのセリフを覚える

アテンド実務（客室）①　入室から退室
アテンドのセリフを覚える

アテンド実務（客室）⑤　入室から退室 アテンドのセリフを覚える

実技テスト①　入室から退室まで アテンドのセリフを覚える

◎ 40%

総まとめ（実技テスト予備）

科目名 ホテルサービスB

科目名（英） Hotel service B

単位数 担当者

実施年度

レポート発表・提出

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

一般社団法人 日本ホテル教育センター　宿泊業務の基礎

アテンド実務（客室）③　入室から退室

対象学科・学年 国際ホテル・リゾート科　１年

授業概要
ホテル業界で働くことを目指すにあたり、ホテルスタッフとして必要なサービス技術を習得する必要性が
ある。この授業では、特に宿泊部門で必要なサービス技術についてを深く学び、実践を通して身に付ける
ことを目標とする。

学習目標
（到達目標）

アテンド実務（客室）②　入室から退室
アテンドのセリフを覚える

ハウスキーピング業務（ベッドメイキング・タオルアート実務）

小テスト（1コマ目から7コマ目）・アテンド実務の復習 小テスト予習

20%

担当者実務経験

一岡　浩己

外資系ホテル13年勤務

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

後期

目標

宿泊部としての業務を理解し説明できる。

アテンド業務を行うことが出来る。

コンシェルジュとしての観光案内が行える。

ハウスキーピング業務を理解し、説明できる。

話し合った内容をノートにまとめる

授業項目・内容 授業外学修指示

宿泊部の役割について（特性・使命・心得）

コンシェルジュ業務①　福岡での観光プランについて話し合う。

アテンドのセリフを覚える



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意
出席が１０回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。
配布プリントはきちんとファイリングしておくこと。

評価方法

１）レポート提出１回、　２）口頭テストを1回実施する　
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

レポート提出 ○

実演テスト ○ ◎ ○ 50%

ホテルサービスについて調べ、ノートにまとめる。（0.5
時間）

ホテル業界の面接について ホテル業界面接について調べ、ノートにまとめる。
（0.5時間）

先輩から学ぶ 先輩の話を聞いてのメモを、ノートにもう一度まとめ
る。（0.5時間）

先輩の話の振り返り（ディスカッション） ディスカッションの内容をノートにまとめる。（0.5時）

タクシー・バス・観光地案内 学んだ表現を音読しながらノートに書き写す。（0.5時
間）

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： ○ 実習： 実技：

ランドリーサービス

学んだ表現を音読しながらノートに書き写す。（0.5時
間）

ロールプレイ（基本会話） ロールプレイについてグループで話し合った内容を
ノートにまとめる。（0.5時間）

ロールプレイ（応用） ロールプレイの自分のパートを音読練習する。（0.5時
間）

○ 50%

実演テスト（ロールプレイ） 今までの表現をノートにまとめる。（1時間）

レストラン（朝食サービス） 学んだ表現を音読しながらノートに書き写す。（0.5時
間）
学んだ表現を音読しながらノートに書き写す。（0.5時
間）

英語で案内（レストラン）

科目名 ホテルコミュニケーションスキルB

科目名（英） Hotel Communication Skill A

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

参考図書　JAL ACADEMY　『サービス日本語～ホテルスタッフ編～』 にほんごの凡人社（2003年）

英語で案内（観光地案内）

対象学科・学年 国際ホテル・リゾート科　１年

授業概要
ホテルで働くのには敬語の知識が不可欠であるが、この授業では場面に応じた基礎的な敬語の運用を学んで
いく。普段の日本語科目授業では目にしない専門用語に触れ、覚えるだけでなく、適切なタイミングで即座に
使用できるよう、音読練習やロールプレイ練習も取り入れていく。

学習目標
（到達目標）

電話の取次ぎ 学んだ表現を音読しながらノートに書き写す。（0.5時
間）

ルームサービス 学んだ表現を音読しながらノートに書き写す。（0.5時
間）

ハウスキーピング 学んだ表現を音読しながらノートに書き写す。（0.5時
間）

目標

カジュアルな表現を敬語に変えて話すことができる。

お客さまを案内する簡単な英文を挙げることができる。

お客さまに正しい順序でサービス内容を案内することができる。

ホテルの場面に応じた表現を、動作と共に適切なタイミングで使うことができる。

ホテルでの会話文を正しい日本語で作成し、正しいイントネーションで話すことができる。

学んだ表現を音読しながらノートに書き写す。（0.5時
間）

授業項目・内容 授業外学修指示

ホテルサービスで大切なこと

◎

担当者実務経験

秋本佐代子２単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

後期



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

秋本佐代子２単位

2022年

時間数

実施時期

30時間

後期

目標

日本のビジネスマナーについて説明することができる。

自国と日本のマナーの違いを説明することができる。

日本のビジネスマナーに対する自分の考え述べることができる。

日本の主な都市の特徴を説明することができる。

テキストをもう一度読み、「理解を深めましょう」ページ
の問題をもう一度解く。（１時間）

授業項目・内容 授業外学修指示

第３章１「話をきくとき」

◎ ◎ 20%

◎

科目名 ビジネスマナーB

科目名（英） Business manners B

単位数 担当者

実施年度

レポート提出

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

武田聡子・長崎清美　『留学生・日本で働く人のためのビジネスマナーとルール』
日本能率協会マネジメントセンター（2020年）

第４章４「案内と見送り」

対象学科・学年 国際ホテル・リゾート科　１年

授業概要
日本で働く上で知っておくべきビジネスマナーを事例と共に学んでいく。その際、なぜそのマナーがあるのかの
理由を理解していくと共に、自国のマナーとの違いを説明できるようになることを目指す。

学習目標
（到達目標）

第３章６「贈答のマナー」 テキストをもう一度読み、「理解を深めましょう」ページ
の問題をもう一度解く。（１時間）

第３章７・８「食事とお酒のマナー」 テキストをもう一度読み、「理解を深めましょう」ページ
の問題をもう一度解く。（１時間）

日本の都市と旅程表作成 主要な都道府県と都市の特徴をノートにまとめる。（１
時間）

第４章１「名刺の扱い方」

テキストをもう一度読み、「理解を深めましょう」ページ
の問題をもう一度解く。（１時間）

第４章５「訪問のマナー」 テキストをもう一度読み、「理解を深めましょう」ページ
の問題をもう一度解く。（１時間）

スピーチ動画作成 スピーチのテーマに関して自分の考えをノートにまと
める。（１時間）

40%

筆記テスト 後期のテキストから大事だと思う部分をもう一度読
み、ノートにまとめる。（１時間）

第４章２「仕事に役立つ雑談」 テキストをもう一度読み、「理解を深めましょう」ページ
の問題をもう一度解く。（１時間）
テキストをもう一度読み、「理解を深めましょう」ページ
の問題をもう一度解く。（１時間）

第４章３・５「席次とお茶の出し方」

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

テキストをもう一度読み、「理解を深めましょう」ページ
の問題をもう一度解く。（１時間）

第３章２「指示を受けるとき」 テキストをもう一度読み、「理解を深めましょう」ページ
の問題をもう一度解く。（１時間）

第３章３「注意を受けたとき」 テキストをもう一度読み、「理解を深めましょう」ページ
の問題をもう一度解く。（１時間）

第３章４「退社時のマナー」 テキストをもう一度読み、「理解を深めましょう」ページ
の問題をもう一度解く。（１時間）

第３章５「葬儀のマナー」 テキストをもう一度読み、「理解を深めましょう」ページ
の問題をもう一度解く。（１時間）

履修上の注意
出席が１０回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。
テキスト持参のこと。忘れた場合は、授業前までにコピーをしておくこと。

評価方法

(1)授業の中で筆記テストを実施する、　(2)スピーチ動画を提出する、
　以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

筆記テスト ◎

スピーチ動画 ◎ ◎ ◎ 40%



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○ ○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

秋本佐代子2単位

2022年度

時間数

実施時期

30

後期

目標

毎回の授業のテーマについて大事なポイントを説明することができる。

お客さまへの正しい応対仕方について説明することができる。

5択の文章問題で、正解の理由を説明することができる。

サービスについて自分の考えをまとめて的確に表現することができる。

テキスト範囲を音読する。授業で解いた問題をもう一
度解き、答えの理由をノートに書く。（１時間）

授業項目・内容 授業外学修指示

前期の振り返り（確認テスト）

◎

科目名 サービス接遇B

科目名（英） Service Industry Skills　A

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

公益財団法人 実務技能検定協会　『サービス接遇検定公式テキスト３級』　早稲田教育出版（2019）

5 実務技能（金品管理）

対象学科・学年 国際ホテル・リゾート科

授業概要
サービス業に就くうえで必要なビジネスマナーの基礎知識や、優れたサービススタッフとしての心構えや立居
振る舞いについて学ぶ。また専門用語や敬語を学ぶことで、日本語運用能力も高めていく。様々な事例に対し
てどう対応すべきか自分の意見を述べる力も養っていく。

学習目標
（到達目標）

4 対人技能（提示・説明の仕方） テキスト範囲を音読する。授業で解いた問題をもう一
度解き、答えの理由をノートに書く。（１時間）

4 対人技能（服装） テキスト範囲を音読する。授業で解いた問題をもう一
度解き、答えの理由をノートに書く。（１時間）

ケーススタディとディスカッション ディスカッションのテーマについて自分の考えをノート
にまｔめる。（１時間）

5 実務技能（問題処理）

テキスト範囲を音読する。授業で解いた問題をもう一
度解き、答えの理由をノートに書く。（１時間）

3 一般知識（慣用表現） テキスト範囲を音読する。授業で解いた問題をもう一
度解き、答えの理由をノートに書く。（１時間）

これまでのまとめ。ロールプレイ これまでの問題のポイントをノートに書いてまとめる。
（１時間）

50%

筆記テスト 筆記テストで間違えた問題を復習する。（１時間）

5 実務技能（環境整備） テキスト範囲を音読する。授業で解いた問題をもう一
度解き、答えの理由をノートに書く。（１時間）
テキスト範囲を音読する。授業で解いた問題をもう一
度解き、答えの理由をノートに書く。（１時間）

5 実務技能（社交業務）

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

テキスト範囲を音読する。授業で解いた問題をもう一
度解き、答えの理由をノートに書く。（１時間）

4 対人技能（対人心理） テキスト範囲を音読する。授業で解いた問題をもう一
度解き、答えの理由をノートに書く。（１時間）

4 対人技能（接遇者としてのマナー） テキスト範囲を音読する。授業で解いた問題をもう一
度解き、答えの理由をノートに書く。（１時間）

4 対人技能（接遇用語） テキスト範囲を音読する。授業で解いた問題をもう一
度解き、答えの理由をノートに書く。（１時間）

4 対人技能（基本的な話し方） テキスト範囲を音読する。授業で解いた問題をもう一
度解き、答えの理由をノートに書く。（１時間）

履修上の注意
出席が１０回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。
テキスト持参のこと。忘れた場合は、授業前までにコピーをしておくこと。

評価方法

(1)授業の中で筆記テストを１回実施する、　(2)定期試験（筆記）を実施する、　（３）
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

筆記テスト ◎

定期試験 ◎ ◎ 50%



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意
出席が６回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。
配布したプリントはきちんとファイリングしておくこと。

評価方法

１）筆記試験１回、　２）小テストを３回実施する　
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

小テスト ◎

筆記試験 ◎ ◎ 50%

学んだ語句を音読しながらノートに複数回書いて覚え
る。（0.5時間）

少し複雑な文法／案内文読解（宮城） 学んだ語句を音読しながらノートに複数回書いて覚え
る。（0.5時間）

ホテルで使う英文／案内文読解（長野）／小テスト 学んだ語句を音読しながらノートに複数回書いて覚え
る。（0.5時間）

空港で使う英文／案内文読解（静岡） 学んだ語句を音読しながらノートに複数回書いて覚え
る。（0.5時間）

レストランで使う英文／案内文読解（大阪）／小テスト 学んだ語句を音読しながらノートに複数回書いて覚え
る。（0.5時間）

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 演習： 実習： 実技：

50%

科目名 観光英語B

科目名（英） Tourism English A

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

参考　全国語学ビジネス観光教育協会編　『受験前にぜひチェックしておきたい頻出150項目』　全国語学ビジ
ネス観光教育協会

対象学科・学年 国際ホテル・リゾート科　1年

授業概要
観光の各場面で使う英文を紹介する。「読める・理解できる」レベルだけではなく、文章を自然に発話できるよう
に練習していく。また、日本の各都市の観光地の案内文を、辞書を使いながら概要を理解し、日本語で簡単に
説明できることを目指す。

学習目標
（到達目標）

交通に関した英文／案内文読解（広島） 学んだ語句を音読しながらノートに複数回書いて覚え
る。（0.5時間）

その他の表現と英文／案内文読解（大分）／小テスト 学んだ語句を音読しながらノートに複数回書いて覚え
る。（0.5時間）

テスト これまでの語句をノートにまとめる。（1時間）

目標

場面にあった適切な語句を選ぶことができる。

英文を日本語に訳すことができる。

日本語に合う正しい英語の文章を発話することができる。

比較的長い観光地案内文を読み、概要を日本語で説明することができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

基本語句の復習

◎

担当者実務経験

秋本佐代子1単位

2022年度

時間数

実施時期

15時間

後期


